
   

   
四
谷
の 

 
千
枚
田
だ
よ
り 

 
 第 66号  

鞍
掛

 

冬
の
北
斗
の 

柄
の
下
に 

は

 
 

 

字 

か
な 

柊
と

馬
酔
木
黒
文

鰯

        
 
 
 
 
 
 
 

四
谷 
 
 

柳
二

ご
め
ん
ま
し
ょ 

 平成 20 年度事業の進捗状況 (平成 21 年 1 月 30 日現在) 
鞍掛山麓千枚田保存会   

１ 鞍掛山麓千枚田保存会 平成 20 年度総会の開催 

   平成 20 年 5 月 24 日(日) 連谷会館 

２ 役員会の開催 

   5 月 10 日(土)、7月 25 日(金)、1月 30 日(金) 

３ 千枚田周辺環境整備活動の実施 

5 月 30 日(土) 草刈作業、9月 7日(日) 草刈作業 

４ 保存に関する情報活動の実施 

   第 14 回全国棚田(千枚田)サミット参加 

   期日：10 月 16 日(木)～18 日(土) 場所：長崎県長崎市・雲仙市 6 名参加 

５ 千枚田の啓発普及活動 

  ①「四谷の千枚田だより」の発行 (毎月 15 日発行) 

  ②名古屋北ロータリークラブ(養護施設慈友学園招待)千枚田体験事業の受け入れ 

   5 月 18 日(田植え体験、田舎おもしろ体験)、8月 9日(案山子つくり) 

   9 月 7 日(稲刈り、田舎おもしろ体験) 協力：連谷お助け隊ほか 

  ③豊橋調理製菓専門学校千枚田活動事業(育農授業)の受け入れ 

   5 月 15 日(田植え)、6月 5日(生育調査)、6月 26 日(田の草取り)、8月 9日 

(生育調査)、8月 21 日(案山子つくり)、9月 11 日(稲刈り、五平餅つくり) 

10 月 9 日(脱穀・感謝祭) 

④三河の山里ツーリズム事業の受け入れ 主催：愛知県企画部地域振興課 

5 月 17 日(田植え)、7月 5日(田の草取り)、9月 13 日(稲刈り) 

⑤その他の事業、行事等 

 (1)「ふるさと水と土指導員」活動支援物資(植樹用苗木、ロウソク、篝火台、高

梯子、高枝切り他) 愛知県から支給を受ける 

 (2)横浜ゴム新入社員研修  

4 月４日(ふれあい広場環境整備及び千枚田概要説明) 協力：連谷お助け隊 

   (3)三ヶ日中学校の宿泊体験学習(田植え体験) 5 月 20 日 

   (4)こども農学校への協力(田植え、田の草取り、稲刈り) 

    主催：JA 愛知東 対応：高橋庄一顧問 

   (5)お田植え感謝祭「千枚田を灯そう」事業への協力 

    6 月 7 日 主催：連谷お助け隊 

   (6)連谷お助け隊地域環境整備活動への協力 7 月 13 日 

   (7)新城市環境セミナー受講 8 月 19 日 (新城文化会館) 8 名出席 

   (8)アストラゼネカ社社会貢献活動受け入れ 10 月 7 日 

    (AZ 社員 105 名、地元 35 名、鳳来総合支所 6名) 協力：連谷お助け隊 

(9) 棚田米出荷 10 月 25 日 

(10)横浜ゴム 藁販売事業 11 月 5 日(藁の出荷) 

(11)「農林水産フェア」参加 11 月 7 日～9日 名古屋市「吹上ホール」 

(12)ふるさと水と土指導員全国研修会 11 月 18 日・19 日 受講：小山舜二   

      (13)第３回東京棚田フェステバル 11 月 22 日・23 日 参加：小山舜二 

 ※ 上記のとおり、保存会主催及び関連事業・行事を実施したが、その他においても、

事業・行事の打ち合わせを保存会役員で、また、各種事業に於ける現地見学の説明案内

及び各種報道機関の取材等に対応した。 
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一
月
三
十
一
日
、
棚
田
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

事
務
局
の
木
戸
、
芝
田
さ
ん
、
会
員
で
米

屋
の
中
崎
、
扇
田
さ
ん
は
大
阪
か
ら
、
岐

阜
坂
折
棚
田
で
活
躍
す
る
相
田
先
生
が

千
枚
田
に
集
結
。
保
存
会
の
小
山(

泰)

会

長
、
村
雲
、
林
理
事
、
松
下
事
務
局
と(

舜)

が
保
全
活
動
、
概
要
説
明
を
行
っ
た
。
ま

た
、
宿
泊
先
の
「
や
ま
び
こ
の
丘
」
で
そ

れ
ぞ
れ
の
想
い
に
忌
憚
の
な
い
意
見
交

流
会
を
催
し
、
第
十
五
回
棚
田
サ
ミ
ッ
ト

「
十
日
町
市
」
で
の
再
会
を
誓
っ
た
。 

           
 

翌
日
、
午
前
中
は
芝
田
さ
ん
の
取
材
に

応
じ
、
午
後
、
設
楽
町
「
長
江
の
棚
田
」
、

新
城
市
「
上
島
田
」
の
棚
田
を
案
内
、
豊

川
稲
荷
ま
で
お
連
れ
し
た
。 

 

礼
状
抜
粋 

・
調
査
で
は
二
日
間
、
ご
案
内
し
て
頂
き

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
三
カ
所
の

棚
田
を
見
学
し
、
改
め
て
四
谷
の
千
枚
田

は
整
備
さ
れ
て
い
る
上
に
地
元
の
方
々

が
元
気
に
耕
作
し
て
い
る
も
の
だ
と
、
感

じ
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
も
千
枚
田
と
地
元

の
方
が
元
気
で
い
て
下
さ
る
事
が
何
よ

り
だ
と
思
い
ま
し
た
。
棚
田
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
で
は
、
今
年
度
か
ら
調
査
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
を
立
ち
上
げ
ま
し
た
。
四
谷
の
皆
様
と

こ
れ
か
ら
も
交
流
を
深
め
、
保
全
活
動
の

お
手
伝
い
が
出
来
る
様
に
努
め
て
ま
い

り
ま
す
。 

棚
田
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
芝
田
涼
子(

埼
玉) 

・
長
江
の
光
景
は
淋
し
い
で
す
ね
。
そ
れ

に
引
き
換
え
上
島
田
の
棚
田
は
き
れ
い

で
し
た
。
四
谷
の
千
枚
田
の
豪
快
な
力
強

さ
と
は
対
照
的
に
楚
々
と
し
た
優
し
い

感
じ
を
受
け
ま
し
た
。
十
日
町
市
サ
ミ
ッ

ト
会
場
で
お
待
ち
し
ま
す
。 
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一
月
二
十
八
日
、
設
楽
町
名
倉
地
区
営

農
推
進
協
議
会
と
愛
知
県
新
城
設
楽
農

林
水
産
事
務
所
農
業
改
良
普
及
課
は
地

域
営
農
活
動
促
進
指
導
事
業
の
一
環
と

し
て
「
宝
に
育
て
！
地
域
起
こ
し
」
の
研

修
会
をJA

愛
知
東
名
倉
出
張
所
会
議
室

で
開
い
た
。 

 

こ
の
、
研
修
会
で
「
四
谷
の
千
枚
田
か

ら
地
域
起
こ
し
に
取
り
組
ん
で
」
と
題
し
、

小
山
舜
二
が
講
演
、
ま
た
、
地
域
の
活
性

化
に
取
り
組
む
愛
知
県
ふ
る
さ
と
水
と

土
指
導
員
の
後
藤
千
里
さ
ん
、
原
田
陽
子

さ
ん
が
「
私
の
思
う
名
倉
」
を
発
表
し
た
。 

愛
知
観
光
大
学 

 

二
月
二
日
、
「
第
八
回
愛
知
観
光
大

学
」(

穂
積
亮
次
学
長)

が
新
城
大
谷
大
学

講
堂
で
開
講
さ
れ
、
市
観
光
課
よ
り
受
講

依
頼
の
あ
っ
た
「
連
谷
お
助
け
隊
」
か
ら

小
山
舜
二
が
受
講
し
た
。 

 

講
義
は
第
一
限
「
浜
名
湖
え
ん
た
め
の

活
動
と
そ
の
課
題
」
、
第
二
限
「
バ
ス
ケ

ッ
ト
ボ
ー
ル
プ
ロ
リ
ー
グ
に
よ
る
観
光

ま
ち
づ
く
り
」
が
講
演
さ
れ
た
。 

           

第
一
限
は
沈
滞
し
た
浜
名
湖
周
辺
の

集
客
増
大
の
成
功
事
例
。
第
二
限
は
浜
松

東
三
河
フ
ェ
ニ
ッ
ク
ス
の
活
躍
が
起
因

し
た
応
援
、
集
客
が
地
域
の
活
性
化
に
及

ぼ
す
影
響
な
ど
、
大
変
興
味
深
い
話
し
で
、 

一
つ
の
宝(

千
枚
田)
を
核
に
し
た
「
む
ら

づ
く
り
」
な
ど
に
役
立
つ
講
義
で
あ
っ
た
。 
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二
月
七
日
、
新
城
文
化
会
館
に
於
い
て

愛
知
県
・
新
城
市
主
催
のC

O
P10

愛
知

県
生
物
多
様
性
キ
ャ
ラ
バ
ン
セ
ミ
ナ
ー

「
森
の
管
理
と
サ
ル
等
に
よ
る
農
業
被

害
対
策
と
生
物
多
様
性
に
つ
い
て
」
が
開

か
れ
た
。 

 

プ
ロ
グ
ラ
ム
は
、
穂
の
国
森
づ
く
り
の

会 

原
田
敏
之
理
事
の
「
森
の
管
理
に
つ

い
て
」
、
京
都
大
学
霊
長
類
研
究
所 

渡
邊

邦
夫
教
授
の
講
演
に
続
き
「
生
物
多
様
性

とC
O

P10

に
つ
い
て
」
愛
知
県
環
境
部

環
境
政
策
課 

国
際
会
議
準
備
室 

酒
井

祥
亘
課
長
補
佐
の
説
明
が
あ
っ
た
。 

 

四
谷
の
千
枚
田
、
連
谷
地
区
は
生
物
多

様
性
に
富
ん
だ
地
域
で
あ
る
が
、
サ
ル
、

イ
ノ
シ
シ
な
ど
の
害
獣
被
害
に
悩
ま
さ

れ
て
い
る
。 

そ
の
対
策
、
手
法
を
学
ぶ
た
め
、
新
城

青
年
の
家
、
音
羽
文
化
セ
ン
タ
ー
、
七
日

の
新
城
文
化
会
館
等
で
開
催
さ
れ
た
害

獣
対
策
研
修
会
に
地
区
有
志
が
積
極
的

に
参
加
。
「
明
る
い
む
ら
づ
く
り
」
に
励

ん
で
い
る
。 

参
加
者 

原
田
武
典
分
館
長
、
村
雲
宣

充
四
谷
区
長
、
保
存
会 

今
泉
雅
男
、(

舜) 

行
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平
成
二
十
一
年
二
月
十
五
日

鞍
掛

麓

発 
 

文 
 

責 

小 

山 

舜 

二 

講師と選手達 


